
④ 

① 

①ｅＧＦＲ（糸球体濾過量）が60未満に低下

②たんぱく尿など腎臓の障害がある

①、②のどちらか一方でも
3ヶ月以上続く ”ＣＫＤ”と診断

 

 

eGFR ･･･ 数値は大丈夫ですか︖ 

 

 

 

■ 腎臓はこんな働きをしています 
  
                  

  
  
 
 
 
 
 
 
■ 腎臓の働きが悪くなると・・ 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
■ CKD（慢性腎臓病）ってどんな病気？ 
  加齢や肥満、高血圧や糖尿病などの生活習慣病により、自覚症状がないまま慢性的に 

尿中にたんぱくが出ているか、腎臓の働きが徐々に低下していく病気のことです。 
■ CKD の定義 
 
 

腎機能検査で異常と⾔われたら 

② 

③ 

⑤ 

① 老廃物や余分な水分をろ過して、排出する 

② 体内の水分量はイオンバランスを調整する                   

③ 血圧を適正にコントロールする 

④ 造血ホルモンを分泌して赤血球をつくる                   

⑤ ビタミンＤを活性化させて、骨を丈夫にする 

① 手足がむくむ 

② 体が酸性になる 

③ カリウムが高くなる 

④ 貧血になる 

⑤ 血圧が上がる 

⑥ 骨がスカスカになる 

腎臓は尿をつくる器官で、腰の少し上の背中側に 
背骨をはさんで左右に 1 つずつ（2 つ）あります。 
 



■ CKD には 5 つのステージ（病期）があります 

 

 

 

 

 

 

 
※eGFR････ クレアチニンより精度の高い腎臓機能の指標です。クレアチニン値を年齢・性別で補正 

して算出します。腎機能の指標として使用しています。 

■ 腎臓の機能を守るためにできることからはじめましょう 
   ①塩分の摂りすぎに気を付けましょう︕ 
    味噌汁は１日１杯以下、漬物は１回の量を減らしましょう。 
  ②⾎圧測定をしましょう︕ 
      朝食前・就寝前など決まった時間に測りましょう。特に朝食前の測定は⼤切です。 
  ③⾷べすぎ・飲みすぎに気をつけましょう︕ 
     食べるときはよく噛んで、腹７分目・８分目を心がけましょう。 
  ④ストレス解消と禁煙を︕ 
      ストレスや過労は血圧を上げ、血糖値を上昇させるホルモンが出てしまいます。また、 
      喫煙は糖尿病合併症のリスクを⾼めます。 
  ⑤体を かす習慣を⾝につけましょう︕ 
      日常生活の中で体を かす機会をみつけ、積極的に運 しましょう。 
  ⑥⽔分補給を⼼がけましょう︕ 
       腎臓には⾝体の⽔分量を調整する働きがあります。適度に⽔分補給をする事が⼤切です。 
  ⑦こまめにトイレへ⾏きましょう︕ 
       尿意を我慢しすぎると「じんう腎炎」にかかり、腎機能の低下を招く恐れがあります。 

※じんう腎炎･･･腎盂（じんう）内（腎臓内の尿のたまるところ）で細菌が繁殖し腎臓にまで炎症が及んだもの 

   健康診断で受診が必要と⾔われたら・・・ 
主治医、または医療機関へ相談しましょう。 
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